
２ 男女が生き生きと働きともに支える社会づくり 

対象事業 現状・課題 理想像 意見 

・事業番号２９ 放課後児童クラブ（なかよ

し会）の施設の充実、利便性の向上 

・希望しても入会できない場合がある。 

・夕方の就労であること、親とのトラブルが

多いことなどが理由で、児童クラブの先生

の担い手が減少している。 

 

・預けたい人がなるべく低料金で預けられる。 ・希望者が全員入れるよう増設してほしい。 

・児童クラブ同士の交流会をしてほしい。 

（一般参加者も募り、交流会をすることで子

どもと先生の交流や他クラブの手法も学

べ、楽しさが分かることで、児童クラブの

先生の担い手も増加するのではないか。） 

・児童クラブの先生たちの技量アップのため

の研修の機会を増やしてほしい。 

 

・事業番号３３ 子どもクラブ活動等への参

加促進 

・事業番号３６ 授業参観日等への参加促進

／教職員の家事参加促進／ＰＴＡ（父親委

員会）活動への参加促進 

 

 

 

・授業参観や子どもクラブの活動などへ父母

揃っての参加が増加している。 

・転入者やマンション住民の増加によって子

どもクラブに対する意識が変化している。 

 

・子どもクラブが保護者の交流の場にもなる。 

・父親もクラブ活動の世話役や役員になる。 

 

・育成者研修会の回数を増やす。男性の講師

も起用すれば、育成者に男性保護者が就任

することも期待される。 

・地区ごとに子どもクラブ自体の有無、活動

の活発さなどに温度差がある。 

・最近は「入会への勧誘/会費の集金」が困難

などの理由から子どもクラブ活動が保護

者の負担になっている。 

 

・事業番号３７ 男の料理教室の開催、自主

活動の支援／食育の推進 

・事業番号３８ 男性の家事参加を促す講座

の開催／家事チェックシートの活用によ

る啓発 

 

・若い世代には家事への抵抗が少ない人も増

えている。 

・夫婦共同での家事・育児の気運も高くなっ

ている。 

 

・男性も料理ができる。 

・父親も母親も育休・有休をとりやすい環境、

共同での家事・育児を後押しできるような

仕組みを作る。 

 

・小さい頃から慣れていくことが大事であ

る。 

・企業などでは従業員に対して期間を定めて

育休取得を命じる例もあるが、休暇を取得

しづらい職場が多い。 

・企業でも育休有休をとりやすくする。 

 

・事業番号３９ 起業に関する情報提供／就

職に関する情報提供 

・事業番号４０ 再就職セミナーの開催 

 

 

・女性向けの起業セミナーもいくつか開催さ

れているが、起業する人は少ない。 

 

・起業を含めて女性が子育てしながら働ける

環境を整備する。 

・起業に関する情報提供やママさん起業に焦

点を当てたセミナーを続けることで鳥栖

市でも女性起業が増えるのではないか。 

・主婦・母親をやっていた人が私的に託児所

など開所する例も増加しているが、預ける

側としては、無認可のため料金が高めで信

用度にも不安がある。 

 

 


